
１　研究の概要

（１）研究主題

　　　

　

②　研究のねらい

（２）研究のねらい

　「ことばの時間」における「言語技術」指導を基礎とし

て，各教科等と連携して思考力，表現力を高め，「生きる

力」としての「ことばの力」を育成する。

（３）研究組織・体制

　　「一人一役」を合言葉に，全教職員で研究に取り組める

よう研究体制を整えた。

図１．「ことばの教育」の研究組織

２　２年間の取組みの概要

（１）２年間の取組みの流れ

平成１７年度　「言語技術」のトレーニングを中心とした取組み

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　平成１８年度　「思考力」「表現力」の両方を高める授業づくり

（２）今年度の研究の視点

①「ことばの時間」における「言語技術」の指導内容・方

法や教材の研究・開発を行う。

②各教科等における「ことばの教育」のあり方を研究する。

③言語意識を高める言語環境づくりをおこなう。

（３）研究内容

①「ことばの時間」における取組み

ア　対象・授業時数　　全学年・週１時間

　イ　ねらい　文章や図，表，絵などを読解，比較，分析

をし，自分の考えを自分の言葉でわかりやすく表現

することで，論理的思考力，自己表現力，コミュニ

ケーション能力を養う。

ウ　各学年のねらいと教材例

表１．「ことばの時間」のねらいと教材例

　エ　教材開発と指導の実際

　　　平成１７年度は三森ゆりか先生（つくば言語技術教育

研究所所長）の指導カリキュラムを参考に，生徒実態を

踏まえて「ことばの時間」の指導内容を考えた。参考に

した主な指導内容は「問答ゲーム」「再話」「絵の分析」

「描写・説明」である。平成１８年度は１７年度の指導

内容を生かしながら，「教科と関連のある教材」「実生活

に生かせる教材」「思考力を高める教材」を開発した。開

発した教材のなかで，生徒アンケートで最も有用性が高

いとされたのは「メモの取り方」であった。これはどの

学年でも「メモをとるのが簡単になった」「聞くとき要点

がわかるようになった」など具体的な実感が挙げられて

いたことから，効果的な教材であったといえる。この授

業は次のような展開である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トレーニング

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　から実践へ
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豊かなことばでわかりやすく伝える力を育てる

～思考力，表現力を高める授業づくり～

「ことばの教育」パイロット校事業　報告書
別紙様式

わかりやすく伝えるた

めの「型」を習得できた。

伝える「内容」の質を向

上させること。
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図２．昨年度の「実態調

査」対象：2学年

実施月：9月・12月

％

テーマ「メモの取り方」

ねらい「情報を適切に整理し，要点をま

とめる技術を身につける」

授業の展開

１　メモの取り方７箇条を示し，お手本

を見せる

２　電話のメモをとる練習を難度をあげ

ながら３回おこなう。

３　実践編として講演のメモをとる。



②各教科等における取組み

ア　評価規準と計画の作成

　　今年度初めに「ことばの教育」にかかわる評価規準を

独自に定め，各教科の指導内容で関連あるものを抽出し，

計画表として作成した。

　　表２．「ことばの教育」にかかわる評価規準と各教科などの指導

内容との関連（一部抜粋）

イ　「言語技術」の効果的な導入

　　「ことばの時間」で指導した「言語技術」が生かされ

るように「生かせることばの技レシピ」を作成し，各教

室の教卓に置いた。（図３参照）

　　図３．「生かせる　ことばの技レシピ」（一部抜粋）

　ウ　各教科独自の「思考力」「表現力」を高める授業づくり

　「思考」と「表現」が一体となるように発問や課題設

定の工夫を各教科等でおこない，レポートにまとめた。

　エ　論述問題の作成と取組み検証

　　　どの教科も定期テストで論述問題を出題し，各教科に

おける「思考力」「表現力」の変容を検証した。次のグラ

フは論述問題で満点をとった生徒の割合を７月と１２月

で比較したものである。教科は社会科と家庭科である。
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図４．論述問題で満点をとった生徒の割合（社会と家庭科）

③言語環境づくり

ア　生徒の言語意識向上のための取組み

　・掲示の工夫（既習の内容を整理して掲示するなど）

　・ことばの三動作（最後まで話す・相手の目をみて聞く・

多くの視点で考える）設定，指導

　・職員室の出入りの仕方の指導

イ　教員の言語意識向上のための取組み

　・校内研修の工夫（模擬授業・演習の積極的導入）

３　研究の成果と課題

（１）成果

　　成果を意識調査や実態調査，アンケートから検証し，生

徒の「表現力」「思考力」が確実に伸びていることがわか

った。意識調査で特に昨年度と比べて数値が伸びている

のは「根拠を明確にして話している・書いている」「組み

立てに気をつけて話している・書いている」である。ま

た，学力についても「基礎・基本」定着状況調査におい

て，いずれの教科も県平均と比べて数値が高く，学力が

定着していると言える。このなかで昨年度と比べて最も

数値を伸ばしていたのは国語科で，16.5ポイントの伸び

であった。（図５参照）また，「ことばの教育」を通して

生徒が実感する成果を具体的に書かせたところ，成果が

様々な場面に及んでいることがわかる。（図６参照）

図５．「基礎・基本」定着状況調査の変容

図６．生徒が実感する「ことばの教育」の成果

（平成 18年 12月　全学年実施のアンケートより）

（２）課題

　　・「思考力」の定義や検証が難しく，「思考力」について

の指導方法の研究開発が不十分である。

・卒業時に「１０００字程度の小論文を書ける」ことを

具体的な目標としたが，卒業時の意識調査で「書ける」

と回答した生徒が５２％で，ねらいを十分達成できた

とはいえない。

・「ことばの時間」で指導した内容の共通理解や、各教科

における指導の交流が十分ではなかった。
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説説説明明明・・・描描描写写写・・・報報報告告告ののの基基基本本本   
① 目的を明らかにもつ 
 

② ５Ｗ１Ｈを明確にする 
 

結結結論論論先先先行行行型型型   
わたしは       （主語） 

○ ○だと思います。  （結論） 

なぜなら□だからです。（理由） 

 

※ 結論先行型は発表の基本型 

※ ナンバリングと併用することが多い 

 

ナナナンンンバババリリリンンングググ   

● △は□つ（数字）あります。 

一つ目は・・・・・です。 

二つ目は・・・・・です。 

 

※整理して表現するために用いる。 

※二つ以上のことがらを表現するときに用

いる。「一つあります」は間違い。 

ラララベベベリリリンンングググ   
○例旅行の準備として次のものを用意してください。

まず、荷物を入れるものです。ボストンバックとハ

ンドバックが必要です。次に衣類は・・・ 

荷物入れ 衣類 飲食物 貴重品  

バック ジャケット お茶 財布 

ハンドバック  シャツ お菓子 チケット 

 下着二組  携帯電話 

※ バラバラの情報を共通する項目ごとに分類し、項

目名（見出し）を適切につける。 

※ ラベリングして分類したものを順序よく説明でき

るようにする。  

説説説明明明ののの基基基本本本   

大きい情報（全体） 

↓ 

ＰＰＰＲＲＲＥＥＥＰＰＰ法法法   
「わたしは●●だと考えます。」ＰＯＩＮＴ 

               （要点） 

「なぜなら△□だからです。」 ＲＥＡＳＯＮ 

               （理由） 

「たとえば▽◎が例として  ＥＸＡＭＰＬＥ 

挙げられます。」       （例） 

「よって私は●●だと考えます。」ＰＯＩＮＴ 

               （要点） 

※面接、発表に適している話型 

生生生かかかせせせるるる   ここことととばばばののの技技技レレレシシシピピピ

「基礎・基本」定着状況調査
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○前より自分の言いたいことを正確に伝えられるようになった。

○話し合いのとき今までは意見を言えなかったけど言えるように

なった。○会話のとき順序を考えて話せるようになった。○会話が

長く続くようになった。○作文を書くのがとても楽になった。○構

成を考えて書くことができるようになった。○相手の言いたいこと

の要点がわかるようになった。○学校の帰りに道を聞かれて道案内

できた。○知らない人とでも親しく接することができるようになっ

た。○親や友達と話すとき根拠がないと相手が納得しないと思っ

た。○「ことばの時間」で習ったことを家族に教えるときがある。

○あいさつが毎日できるようになった。

各教科等で

使用頻度が

高いと思わ

れることば

の技（運用方

法）を１２個

抽出してま

とめた。


